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（2016年2月2日開催 アナリスト向け決算説明電話会議 プレゼンテーション要旨）

・ITホールディングスの柳井です。よろしくお願いいたします。



・それでは、本日3時半に発表いたしました、当社の第3四半期決算の内容につきまして、決算説

明資料を使って説明させていただきます。
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・まず、当第3四半期も上期に引き続き好調に推移したことから、第3四半期累計期間の業績は前

年同期比増収増益となりました。

・売上高は、好調な事業環境を背景に2,705億円となり、前年同期比で157億円・6.2％の増収となり

ました。

・利益面は、営業利益が141.3億円、親会社株主に帰属する四半期純利益が71.1億円となり、それ

ぞれ前年同期に比べて大きく増加しました。増益の要因は、増収効果や収益性向上の寄与が大

きかったと言えます。

・残念な点は、今回決算において不採算案件が増加してしまったことです。第3四半期累計（9ヵ月）

での不採算案件は前年同期に比べて16億円の増加となりました。これを吸収して前年同期比増

益を果たしたわけですが、不採算案件については後ほどもう少しご説明します。
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・続いて、セグメント別の状況についてですが、電力システム改革に伴ってIT投資が活発化してい

るエネルギー系を中心に産業ITサービスが大きく伸び、全体業績を牽引しました。

・ITインフラストラクチャーサービスも、M&A効果の寄与や上期末に実施したデータセンターの減損

処理に伴う償却負担減もプラス要因となって、前年同期比増収増益となりました。

・一方、金融ITサービスは、事業環境全体が悪い状況というわけではありませんが、個別特定の

既存大口先の投資抑制の影響が大きく、前年同期比で減収減益となりました。但し、先行きには

明るさも見えてきておりますので、この状況からの反転もそう遠くないだろうと考えています。
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（説明省略）
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・業種別売上高の状況については、その他金融を除き、ほとんどの業種で前年同期比増収になっ

ているのがおわかりいただけるかと思います。

・例えば、カードは、特定顧客の減少が大きいものの、積極的なIT投資姿勢の顧客もあり、国際ブ

ランドのデビットカードの引合いや導入は進んでおり、全体でみれば売上高は前年同期を上回る

形となっています。

・産業系では、先ほど申し上げたエネルギー系におけるIT投資が活発なほか、IoT等の時流をとら

えたテーマを含め、お客様自身がビジネスを伸ばしていくためのフロント系のIT投資強化の傾向

が続いており、我々でいえば流通・サービスを中心に好調という形になります。
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・次に第3四半期累計の受注状況です。

・当期受注高は、事業環境が良好な中で産業ITサービスを中心に着実な積み上げができたことか

ら、前年同期比を上回る1,457億円という実績となりました。前期の第3四半期に公共系大型案件

の一括受注125億円の計上があったため、この分が当第3四半期では大きな減少要因となったわ

けですが、それを打ち返して増加いたしました。セグメント損益では厳しい状況の金融ＩＴサービス

も受注高では増加しており、大型案件等のパイプラインもあり、今後に期待しているところです。

・期末受注残も当期受注高の好調を受けて、前年同期比を上回る実績となりました。
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・実績面の最後に、口頭でのご説明になりますが、不採算案件の状況と大型案件の状況に関して

ご説明します。

・まず、不採算案件ですが、冒頭で申し上げましたように、残念ながら当第3四半期累計では、前

年同期比16億円増加の36億円となりました。

・第3四半期では約18億円発生したわけですが、主なものとしては、金融系で1件、産業系で3件の

計4件が挙げられます。

・各案件にそれぞれ対応していますが、全体として多額の不採算案件が発生し、抑制が思うように

進んでいないことは大きな課題であると認識しています。

・現在、受注品質向上のための提案前審査制度の強化、プロジェクトのモニタリング強化、プロジェ

クトマネジメント力強化のために人材教育を見直すといったことを中心に、あらためて不採算案件

の抑制が図れるよう取組みを推進しているところです。
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・続いて、大型案件の状況についてです。

・我々は現在、カード系と公共系のお客様の大型開発案件を手掛けていますが、これらは計画に

沿って進捗しています。

・今後のプロジェクト開始が見込まれるカード系の大型開発案件については、現時点ではまだス

タートはしておりませんが、お客様を中心に検討は進捗しており、来期からの本格化に向けて順

次進んでいくと認識している状況にあります。

・最後に、公共系で新たな大型案件の獲得が決まりましたのでご報告しておきます。案件の規模

は約170億円となります。複数年にわたって基盤部分をサービスの形で提供する案件で、一部開

発はありますが、運用業務が中心になりますので、セグメントとしては主にＩＴインフラストラク

チャーサービスに計上されていくことになります。



（説明省略）
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・それでは資料に戻っていただき、通期業績見通しですが、期初計画からの変更はありません。売

上高は前期比2.5％増の3,700億円、営業利益は前期比11.3％増の235億円、親会社株主に帰属

する当期純利益は前期比24.6％増の128億円の増収増益の計画です。第3四半期までの進捗状

況等を踏まえ、第4四半期をしっかりと仕上げることができれば、期初計画の達成は難しいもので

はないと考えています。

・なお、すでに開示済のことではありますが、昨年10月末から12月にかけて総額16億円の自己株

式の取得を実施しました。これによって総還元性向は35.2％になる見込みであり、期初に掲げた

「総還元性向35％目途」を満たす水準となる見込みです。

・最後に、第2四半期決算発表の際に公表したグループの統合再編について状況をご説明してお

きます。現在、4月予定のTIS・インテック間の相互事業移管及び7月予定のＩＴホールディングスと

ＴＩＳの合併に向けて、それぞれが円滑に実現できるように粛々と準備を進めているところです。

本日はこの件に関してこれ以上の詳細なご説明をいたしかねます点、どうぞご理解ください。

・以上で、説明を終了させていただきます。
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（説明省略）
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（説明省略）



（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）


